
 

令和５年１月臨時議会補正予算案の概要 
 

１．予算編成の基本的な考え方 

国の補正予算に早期に対応し、安心して出産・子育てができるよう妊娠期から出産・

子育て期を通じた支援の充実を図るとともに、送迎バスにおける子どもの置き去りを

防止するための安全対策の支援など、市民の安全・安心を推進する予算を追加 

 

２．補正予算の規模 

補正を行う会計 一般会計のみ 

 

（単位：千円） 

区      分 補正前の額 補 正 額 補正後の額 

一 般 会 計 20,272,869 46,440 20,319,309 

特 別 会 計 9,311,162 － 9,311,162 

公 営 企 業 会 計 12,684,887 － 12,684,887 

合 計 42,268,918 46,440 42,315,358 

 

（一般会計の財源）国庫支出金 ３１，３５４千円 

府支出金   ７，０９２千円 

一般財源   ７，９９４千円 

 

３．議第１号 一般会計補正予算（第８号）の主な内容（カッコ内：補正額） 

 

○ 【新規】出産・子育て応援事業費（４４，８２０千円） 

＝妊娠期から出産・子育て期を通じた相談に応じ、多様なニーズに即した支援につな

ぐ伴走型の相談支援体制の充実を図るとともに、新たな経済的支援を一体的に実施 

  （内 容） 

『伴走型相談支援』 

①妊娠届出時、②妊娠８か月前後、③出生届出後から乳児家庭全戸訪問（生

後２か月）までの間に、保健師や助産師による面談を実施 

『経済的支援』（出産・子育て応援給付金） 

上記、①、③の面談を受けた人に対し、①の場合：妊娠１回につき５０千

円、③の場合：子ども 1人につき５０千円を現金で支給 

     ※令和４年４月１日から事業開始までの間に出産し、アンケート等を提出さ

れた人は一括で支給 

   支給対象者数：計４４０人（見込み） 

    内訳：令和４年度中に出生届を提出された人：１９０人 

       令和５年４月から９月末までに出生届を提出された人：１００人 

       令和５年９月末までに妊娠届のみを提出された人：１５０人 



 

 

○ 【新規】民間保育施設等安全対策事業費（５４０千円） 

【新規】物部保育園バス安全対策事業費（１８０千円） 

【新規】スクールバス安全対策事業費 （９００千円） 

＝送迎用バスにおける子どもの置き去りを防止するため、安全装置設置に対する支援

等 

  （内 容） 

   設置台数：９台 

民間保育施設３台（３園）、物部保育園１台（１園）、 

小学校スクールバス５台（４校） 

支 援 額：１台あたり１８０千円 

 


